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〈Summary〉
  The purpose of this study is explore an effective approach toward extensive reading 
instruction to non-English language major students by qualitatively investigating their reactions 
to the extensive reading program and characterizing their learning processes, based on the 
results of analyses of the questionnaires and interviews.
  The questionnaire were conducted with two groups of non-English language major 
students who registered for the English classes as their 2nd foreign language in 2014 （27 
students） and 2015 （28 students） after one-year extensive reading experience as part of the 
university-wide curriculum. The questionnaire consisting of 4 free responses question items 
was conducted and the learners’ reactions to the program and responses to the questions were 
descriptively analyzed. Semi-structured interviews were conducted at the end of the term 
with18 students from each of the two groups who answered questionnaire （8 students in 2014 
and 10 in 2015）.
  The results of analysis of questionnaires showed unique attitude toward the program 
specific to non-English major students and suggested important pedagogical implications: such 
as （de）motivating factors, their view of teachers’ intervention as desirable and their perception 
about their changes. The results of the interview suggested the effect of differences in the 
instructional approaches between 2014 and 2015 and characterized several typical learning 
patterns of non-English language major students and influential factors for each type of learner.
  The findings of the study suggest the importance of employing different approaches 
according to the learners’ academic ability and their expectation. Based on pedagogical impli-
cations suggested by these findings, the most effective approaches toward extensive reading 





































































れ，2010 年より本格的に英語専攻の 1，2 年生全員が受講する必修科目 Academic English Skills
という授業で一斉に導入された。そして 2014 年より英米語学科以外の学科に属する，英語以外
の外国語専攻の学生で英語を第二外国語として選択した学生に対しても，その授業の中で（1 年
次は英語Ⅰ－1 及び，Ⅱ 1－1，2 年次はⅢ－1 及びⅣ－1）評価の 30％を占める活動として導入
された。
　本学での多読プログラムでは，学習成果の管理及び評価のために，M-reader と呼ばれる
（2013 年度までは Moodle Reader）京都産業大学のロブ・トーマス・ニール氏が開発したオンラ


















RQ2   2014 年度と 2015 年度では英語以外の語学を専攻する学生の多読活動への取り組はど
のように異なっていたか。
RQ3  多読を促進させる要因，又は及び妨げる要因は何か。




 1）参 加 者
　対象学生は筆者が 2014 年度と 2015 年度に担当した，英語以外の言語を専攻する 1 年次の英語
の授業（英語Ⅰ－1 及び，Ⅱ 1－1）の 2 クラス（2014 年度クラス，2015 年度クラス）のうち，




授業の一部（2014 年度は終了前の 10 分程度，2015 年度は開始後 20 分程度）を用いて授業内多
















　多読指導法において 2014 年度と 2015 年度とには相違点があった。まず M-reader の機能が，
表 1 に示すように，次のクイズを受けるまでのインターバルが 2015 年度には短くなったため，
より頻繁にクイズを受けることができるようになった。さらに 2014 年度は自由にレベルを選ぶ
ことができたのに対して，2015 年度では TOEIC の点数でレベルが指定された。レベルが指定さ





ベルの本しか読めなくなるのでそのようなことが回避されると考えられた。表 2 は TOEIC 得点
に基づいた指定レベルを示す。指定レベルにおいて 10 冊読むことで自動的に次のレベルに上が
ることができる。さらに 2015 年度には M-reader の機能として週毎の目標語数に毎週達成できた
かどうか一目でわかる機能が加わった。さらに研究チームの発足により様々な多読推進プロジェ
クトが実施された（達成語数に基づいた記念バッジの贈呈，等）。表 3 は 2014 年度と 2015 年度
の多読指導（M-reader 機能含む）における主な変更点である。
表 2：指定レベル








表 3：2014－2015 年度の多読指導方針と M-reader 機能の相違点
2014 年度 2015 年度























　2 クラスの TOEIC の記述結果は表４に表す通りである。2 クラス間には統計上有意な差はみ
られなかったので（p ＞ .05），英語力においては同等のレベルを有すると考えられる。伸長度に
関しては，分散分析の結果，年度と時期の間に相互作用が見られた（p ＜ .05）。単純主効果の分
析の結果，2015 年度の方が伸長度の傾きが 2014 年度と比べて大きかったことが示唆された（p
＜ .05）。つまり 2015 年度の方が 2014 年度より伸長度が高い可能性が示された。
表 4　2014 度クラス・2015 年度クラスの TOEIC 平均点（標準偏差）
時期 2014 年度 2015 年度
4 月 320（70） 311（62）
1 月 361（65） 365（77）
　平均読書量（総語数）においては，2014 年度が 60,955 語，2015 年度が 101,471 語で，t 検定
の結果，有意に2015年度が多いことが示された（p ＜ .05）。語数ごとの分布は表４の通りである。
年間の最低到達目標が 7 万語だったので 2014 年度は半数近くが到達しておらず，到達していて
も到達目標ちょうどか 1，2 万語上回っているだけである。一方，最低到達目標が同じであるに
もかかわらず，2015 年度はほぼ全員が目標語数に到達しており，目標語数レベルでとどまった
学生が多い 2014 年度と異なり目標語数を大いに上回る学生が三分の一程度もいた。表 5 に各年
度の年間読破語数のクラス内分布を示す。
表 5　2014 度クラス・2015 年度クラスの読書量（総語数）分布
語　数 2014 年度 2015 年度
40000 語未満 4 0
40000～49999 語 1 1
50000～59999 語 3 2
60000～69999 語 2 4
70000～79999 語 8 5
80000～89999 語 3 7
90000～149999 語 0 8
150000～199999 語 0 3
200,000 語以上 0 1
計 21 31
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は一頁に 5 語まで」という方針であったため，レベル 3 や 4 を春学期の最初から選ぶ学生が多
かった。つまり自分に合ったレベルより高いレベルの本を読んでいた。その結果，多読の学習成
果が芳しくなかった。そこで秋学期からは個人面談において，多読学習成果が芳しくない学生に









パターンだいたい決まってて，レベル 1 の方が楽しい。レベル 3 は苦しい，もっと早く


















































RQ2  2014 年度と 2015 年度では英語以外の語学を専攻する学生は多読活動への取り組がどのよ
うに異なっていたか。
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付録 1　インタビュー項目
1 　取り組み方について
春と秋で何語読みましたか。春より秋の方がよく読みましたか。
辞書は使いますか。
どういう時間にいつも読んでいますか。
春と秋でレベルがどう変わりましたか。
どんな本をいつも読みますか。
気にいった本について語ってください。
読み方（量，ペース，読むタイミングとか時間，本のチョイス）は春学期と比べて変わりまし
たか。
2 　ER へのやる気について
多読に対するモチベーションは春学期と秋学期比べて変わりましたか。その理由は。
多読がうまくいった，もしくは，いかなかった理由は何ですか。
多読が嫌になった，できなかった，ということはありますか。それはどんなときですか。
多読をがんばるためになにか工夫したことはありますか。
3 　指導方法について
到達語数についてどう思いますか。
授業中に行うリーディングは役立ちますか，不要ですか。十分ですか短いですか。 
どのようなシステムであれば読む動機づけが高まると思いますか。
目標語数についてどう思いますか。厳しいですか，ちょうどいいですか，易しいですか。
M-reader でクイズ受けるのと要約などを書いて提出するのはどちらがいいですか。
M-reader で好きな機能と嫌いな機能は何ですか。
4 　授業外の要因
周りの友達はどのように取り組んでいますか。
友達と本について話し合ったりしましたか。
クラスメートや友達は，どのように多読に取り組んでいますか。
友人の影響をあなたは受けましたか。
授業外でのことで ER での成功または失敗をもたらすきっかけになったと思うことがあります
か。多読をもっと頑張ろうと思うようなことはありましたか。逆に，多読なんかやめたいと思
うようなできごとはありましたか。
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5 　多読による影響
多読によって英語力（リーディング，リスニング，ライティング，スピーキング，語彙力，文
法，TOEIC 得点）やその他に（読書習慣，学習管理など）影響はありましたか。
春学期終わった時と秋学期終わってからの変化は異なりますか。
6 　自己評価，今後の取り組み方
学習習慣及び自分の学習の評価
多読（その他の英語学習も）を自分で管理できていると思いますか。
もともと読書好きですか。
夏とか冬とか春休みとか長期の休みではどのように取り組みますか。
自分をどう評価しますか。よく頑張った，あんまり頑張らなかった）なぜそう思いますか。
1 年を通して，多読を楽しむことができましたか。
2 年生も多読を継続しますか。どのように取り組みますか。
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多読の進め方
タイミングや場所（20）
習慣づけ，ペース（9）
読み方プロセス（10）
効果的と思える読み方・進め方（5）
本のチョイス　選び方（16）
お気に入りの本（14）
春と秋の違い
語数（16）
冊数（5）
レベル（17）
進度（14）
やる気（11）
理解・プロセス（12）
気付いたこと（2）
多読がもたらす変化
未知語ストラテジー（9）
読み方タイミング（22）
リーディングプロセス（31）
多読に対する情動的要因
達成感（8）
楽しさ（12）
自信，不安（6）
諸要因
多読をはかどらせる原因か（11）
多読を妨げる原因（17）
多読より優先させたいもの（8）
多読の本を読む理由（13）
学習活動との関係
英語学習（8）
専攻言語（6）
日本語での読書（16）
高校までの学習（2）
メタ認知・学習ストラテジー（5）
長期休みの取り組み方（2）
多読プログラムについて
目標語数について（8）
多読の本について思うこと（レベル，内
容）（20）
多読活動自体に対して思うこと（7）
指導について
効果的な動機づけ方（17）
教員の働きかけ（3）
授業中に多読時間を設けること（12）
読後タスクについて（6）
授業外の要素
友人と話す（9）
友人の取り組み方（10）
ピアプレッシャー（7）
友人の影響（2）
家族や他者（NINJA）（3）
将来の目標（3）
バイト等の活動（2）
今後の読み方（16）
M-reader 機能について（7）
留学経験（2）
付録 2　インタビューから抽出されたコードとカテゴリー（数）

